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１．研究目的･内容

メニエール病は、回転性めまいと耳鳴・難聴などを繰り返す疾患で病状の進行にともない難聴が

進行し、聾になるなど患者の生活の質が著しく低下する。本研究は、メニエール病の病勢や病因

を反映するバイオマーカー探索を行うことを目的とする。

２．研究経過及び成果

 本研究では当初、メニエール病患者の血液からサンプルを集める予定としていた。しかし、全

身を循環している血液ではバイオマーカーとしてはかなり希釈されている恐れがあるため、きち

んと検出できない可能性が判明した。そのため、まずはメニエール病において、内リンパ水腫の

病態強く反映している内リンパ嚢を解析のターゲットとすることとした。

 まずは動物モデルで検証するために、ラットの内リンパ嚢のタンパク発現を解析することにし

た。ラットの頭部から側頭骨を取り出し、切片標本を作成しレーザーマイクロダイセクション法

にて内リンパ嚢組織を切り出した。その後に、内リンパ嚢組織に特異的なタンパクでウェスタン

ブロットを行い、内リンパ嚢組織がきちんと切除できているかを確認した。その結果、内リンパ

嚢組織は切除できているものの、血管や結合組織など、その他の組織のコンタミネーションがど

うしても避けられない結果であった。

 そのために、より大きい組織を得られるヒトの内リンパ嚢組織を対象とする研究に切り替える

ことにした。メニエール病患者に対する内リンパ開放術の際に内リンパ嚢組織を採取し、またコ

ントロールとして聴神経腫瘍手術時の正常内リンパ嚢組織を採取している。

 またこのメニエール病の確定診断も容易ではない。そのために、瀬尾准教授とともに、フロセミ

ド投与前後の前庭誘発頸筋電位(cVEMP)の振幅の変化によって内リンパ水腫の存在を推定でき

ることを利用して、内リンパ水腫の確定診断を行っている。それらの成績については各種学会等

で報告している。その結果を用いて、上記の手術症例における内リンパ水腫の有無を確認してい

る。

 以上の方法により現在内リンパ嚢組織サンプルを蓄積している段階である。



３．本研究と関連した今後の研究計画

 上述のように、現在メニエール病とコントロールの内リンパ嚢組織サンプルを集めているとこ

ろである。これらのサンプルについて、網羅的なタンパク解析（プロテオーム解析）、代謝物の解

析（メタボローム解析）を行い、目的としたバイオマーカー探索の候補分子を同定していく予定

である。
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